病害虫対策についてのアンケート結果（添付資料②）
●どのような病害虫への対策
　・ダニ
　・カイガラムシ
　・軟腐病
　・基本的に薬剤散布、潅注は行わない。特定新種のみダニ剤散布。
●農薬名と使用頻度
　・ダニ　ペンタック　１０００倍　潅注
　・ダニ　ペンタック　１５００倍　１回潅注
　・ダニ　ペンタック　２０００倍　１カ月に１回潅注
　・ダニ　ペンタック　２５００倍　　緑王　１０００倍　蕾が落ち始めたら潅注と葉面散布　２カ月に１回
　・ダニ　バイジッド乳剤　１００００倍　潅注　ペンタックと交互にかける　
　・カイガラムシ　スプラサイド　１０００倍　散布
　・カイガラムシ　スプラサイド　１０００倍　アプロードＡ　１０００倍　混合を潅注　半年に１回
　・カイガラムシ　トクチオン　１０００倍　散布
・カイガラムシ　ストチュー（木酢液）　２５００倍　灌水ごとに肥料に混ぜる
　・軟腐病　次亜塩素酸ソーダ　１０００倍液　トレー、ベンチを毎回消毒する
　・軟腐病　オスバン（医療用逆性石鹸）　１０００倍液　ベンチの消毒　毎回
　・軟腐病（褐斑細菌病）　乳酸菌（ＰＨ３，５前後）５００倍　灌水ごと　
　・軟腐病（褐斑細菌病）　乳酸菌　２０倍　２日おきに２週間　発生が多い場合
●注意事項など
　・ペンタックは花にかけると汚れて取れない。
　・温度、湿度管理により病害虫の管理は行えると考えている。
　・緑王はクラスターを小さくする薬剤。全部溶かし終わったら最後に入れる。
　・ペンタックは紫外線で分解する。ガラス温室でも効きにくい温室があるのでその場合はシルバーでシェードするとよい。
　・ダニには葉ダニだけに効く薬剤では効果がない。胡蝶蘭につくダニ（ケナガコナダニ）と葉ダニは違う。
　・トレーは塩素系の消毒をするが、ベンチなどは温室内に塩素臭が残りやすいので逆性石鹸を使う。
●考察
　発生している病害虫は、ダニ、カイガラムシ、軟腐病と昔からのものが根強く残っている様子。中には温度、湿度管理により克服可能とのお言葉も。私の感覚でも乾燥気味ではカイガラムシ、ダニの被害が発生しやすい感じ。近年はリレー栽培が進み、温室に苗を置いている期間が４カ月から半年と短い回転により病害虫の発生も少ないように思える。
ご協力ありがとうございました。
